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◇公開講座専門委員会
●第 1 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会






●第 2 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
























のあゆみ」、基調講演「生涯学習キーワードの 40 年史 - 専門誌編集者が語る生涯学習振興
























































































































子化は進んでいるので、20 ～ 30 年後には人口が落ち込んでしまう。日本の人口は今かろうじ
て 1億人だが、20 ～ 30 年後には 8000 万人になるといわれている。高齢者の生き方、働き方
についても大きな変化が余儀なくされるだろうし、そのような中で生涯学習に対する要請や要
望も随分変わっていくと思う。









































である。前年度は実人数 2100 名（延べ人数約 3500 人）の受講者だったが、今年度の実人数は










































































スでは、全体の満足度は 94％ということだったが、今年度の本校の参加生徒 15 名の満足度は
100％だった。
　　　高大連携に関してもう一つ、魚津高校で新たなキャリアデザインに関する講座が始まった。
多くの学校では「総合的な学習の時間」等で地域課題に取り組んでおり、地域を素材に取り込
むことで故郷への誇りや愛着を持たせ、将来的に地域に貢献する人材育成に役立つと思ってい
る。学習指導要領が変わり、「総合的な学習の時間」も「総合的な探究の時間」に名称が変わっ
て、探究的要素が多くなる。その点からもこの講座は今後大事になると思っている。
　　　いろいろな高校の立場からすると、このような高大連携を通して子どもたちの次の学びにつ
ながると同時に、興味関心を持ったときにいつでもどこでも次の学びに向かえるきっかけにも
なると思うので、今後もお願いしたい。
（山﨑座長）　事業の活動報告に対する質問にとどまらず、今後の在り方も含めたご意見も皆さんか
ら頂いた。大学として何を提供できるか、何をすべきかというあたりから、オープン・クラス
の専門的な部分でさらに受け入れるようにしようという話になるのかなと思って聞いていた
が、一方では公開講座という形で、広くたくさん受け入れるための講座もすべきだという流れ
だったと思う。いずれにしても、講座数も受講者数も例年大きな変化はなく、多くの人に受講
してもらっているのが実態である。今後ともこのような形で続けていただければということだ
と思う。
